
 

 
平成 20 年 1月 22 日 

各      位 

会 社 名 株式会社ヴィレッジヴァンガード 
コーポレーション 

代表者名  代表取締役 菊地 敬一 
（JASDAQ・コード番号 2769） 
問合せ先  管理部部長 井口 智幸 
（TEL．0561－63－3031） 

 
平成 20年 5月期の中間期及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 10 月 5日の平成 20 年 5 月期第 1四半期財務・業績の概況

にて公表した平成 20 年 5 月期（平成 19 年 6 月 1 日～平成 20 年 5 月 31 日）の中間期及び通期業績予

想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 20 年 5 月期の中間期(平成 19 年 6 月１日～平成 19 年 11 月 30 日)の業績予想数値の修正 

(1)連結                                （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 11,428 930 932 510 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 12,460 1,225 1,253 690 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,031 294 320 180 

増 減 率            （％） 9.0 31.7 34.4 35.3 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年 11 月期） 
― ― ― ― 

(注)当社は、平成19年 5月期より連結財務諸表を作成しているため、前期実績を記載しておりません。 

 
(2)個別                               （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 11,028 954 961 538 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 12,047 1,239 1,277 712 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,018 285 316 174 

増 減 率            （％） 9.2 29.9 32.9 32.4 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年 11 月期） 
9,871 875 911 500 

 



 

２．通期の業績見通しについて 

平成 20 年 5月期(平成 19 年 6 月１日～平成 20 年 5月 31 日)の業績予想数値の修正 

(1)連結                               （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 25,592 2,523 2,536 1,283 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 27,294 2,830 2,871 1,469 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,701 307 334 186 

増 減 率            （％） 6.6 12.2 13.2 14.5 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 5 月期） 
22,672 2,438 2,505 1,380 

 
(2)個別                               （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 24,794 2,586 2,611 1,350 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 26,485 2,884 2,950 1,539 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,690 298 338 188 

増 減 率            （％） 6.8 11.5 13.0 14.0 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 5 月期） 
22,672 2,438 2,505 1,380 

 

 

３．修正の理由 

当初計画に基づき、当社グループは、前期より引き続いて組織を細分化し、部門運営責任を明確化

した中で、マネージャーが積極的に店舗視察を行い、現場での直接的な指導・教育を実施しました。

また、エリア内外でのマネージャー及び従業員による会議の場を増やし、他店舗との仕入・販売技術

や店舗運営の情報交換を行うことにより収益拡大を目指しました。その他、コールセンターによる CS

活動においても、積極的に推進しました。それらが相乗効果を生み出した成果として、当中間連結会

計期間にわたり売上高が当初予想を大幅に上回って推移し、当社の既存店の売上高が、当初計画から

8.1%増加と上回ることにより、売上高全体として連結では 9.0%、個別では 9.2%の増収となることがで

きました。これに伴い、営業利益、経常利益及び中間純利益が大幅に増益となり、上記の通り、平成

20 年 5 月期中間期における業績予想数値を修正いたしました。 

通期の連結・個別業績予想については、中間期の連結・個別業績予想の修正を受けて、上記記載の

通り修正いたします。 

 

 

（注）上記業績予想は、現段階の入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る

現時点の仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能

性があります。 

 

以  上 


